
















合格は１００点満点の７０点以上とする。判定基準

◎ １問　５点配　　点

ドのマーク」、「資格」、「種類」、「氏名」及び「生年月日」を記入す

のマーク」の何れかに誤りがあると、コンピュータによる採点処理が不可

注　　意
番号」、「受験番号のマーク」、「科目」、「科目コード」、「科目コー

◎

◎

（１） 「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）の所定の欄に、「受験

「受験番号」、「受験番号のマーク」、「科目コード」及び「科目コード

航空法規等〔科目コード：０４〕 記　　号

解答は「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）に記入すること。（２）

ＣＣＣＣ０４２０３０科　目

ること。

能となるので当該科目は不合格となります。

　　航 空 従 事 者 学 科 試 験 問 題 P4

資　格
定期運送用操縦士 (飛)(回)(船)

准定期運送用操縦士(飛)
題数及び時間 ２０題　　４０分

定期(飛)(回)(船)・准定期(飛)-法規-1/５



脅かし又は航空機の安全を損なつてはならないことを承認する。

ことに同意する。

ものとみなされ、更新後の航空身体検査証明のみ有効となる。

各締約国の当局は、不当に遅滞することなく、他の締約国の航空機を着陸又は

が与えた技能証明書及び免状を認めることを拒否する権利を留保する。

（３） ３

（４）

更新前の航空身体検査証明は有効期間が残っていても当該期間は満了した

（ｃ）航空機乗組員は、身体検査基準に適合しなくなったときは、航空身体検査
証明の有効期間内であっても、その航空業務を行ってはならない。

問 ３ 航空身体検査証明について（ａ）～（ｄ）のうち、正しいものはいくつあるか。

統治の下にある陸地及びこれに隣接する領水をいう。

（ａ）航空身体検査証明の有効期間の起算日は、身体検査を受けた日(検査開始日)

締約国は、（民間航空機に対して）要撃の場合には、航空機内における人命を

（２）

（ａ）

国際民間航空条約第１条～第３条の条文（ａ）～（ｄ）のうち、正しいものは

ことを承認する。
締約国は、各国がその領域上の空間において完全且つ排他的な主権を有する

いくつあるか。（１）～（４）の中から選べ。
問 1

認めた耐空証明書を備えつけなければならない。
（ｃ）

（１）～（４）の中から選べ。

（ａ）

（ｃ）

（ｄ）

１ （３） ３

この条約の適用上、国の領域とは、その国の主権、宗主権、保護又は委任

各締約国は、民間航空機に対する要撃についての現行の自国の規則を公表する

（ｂ）

問 ２ 国際民間航空条約の各条文（ａ）～（ｄ）のうち、正しいものはいくつあるか。

（１） ４

（１）～（４）の中から選べ。

２

各締約国は、自国の領域の上空の飛行に関しては、自国民に対して他の締約国

を有する。
（ｂ）国際航空に従事するすべての航空機は、登録を受けた国が発給し、又は有効と

（４）

出発の際に検査し、及びこの条約で定める証明書その他の書類を検閲する権利

（ｄ）国際航空に従事するすべての航空機については、この条約に従つて随時定めら
れる形式で航空機、その乗組員及び各飛行の細目を記入した航空日誌を保持し
なければならない。

（１） １ （２） ２ （３） ３ ４

（ｄ）定期運送用操縦士の資格を有していても、自家用操縦士の業務範囲のみを
行う場合は第2種航空身体検査証明を受けて操縦することができる。

となる。ただし更新の際の起算日は交付日となる。
（ｂ）更新により新しい航空身体検査証明の交付を受け、これを受領したときは、

（４） ４

問 4 航空英語能力証明について（ａ）～（ｄ）のうち、正しいものはいくつあるか。
（１）～（４）の中から選べ。

（１） １ （２） ２

（４）

（ａ）本邦内の地点と本邦外の地点との間において行う航行では、航空英語能力証明
が必要である。

（ｂ）本邦内から出発して本邦内に着陸する航行でも、他のFIR（福岡FIR以外）を
通過する航行では、必ず航空英語能力証明が必要である。

（ｃ）航空英語能力証明が必要な航空機の種類は、飛行機、回転翼航空機及び飛行船
である。

（ｄ）航空英語能力証明が必要な航行で操縦のために2人が必要な航空機においては、
操縦者のうち１人が航空英語能力証明を有していれば航行できる。

４（１） １ （２） ２ （３） ３

定期(飛)(回)(船)・准定期(飛)-法規-2/５



ついて考慮されていること。

航空機乗組員の有無について考慮されていること。

時間が考慮されていること。
（４）旅客を運送する場合においては客室乗務員の数について就航する路線の飛行

場合、曳航していない飛行機あるいは回転翼航空機に対して進路権を有する。

航空法第６８条に定める「乗務割の基準」について誤りはどれか。
（１）

飛行機と回転翼航空機の進路権の順位は同じである。ただし物件を曳航している

問 9
当該航空機が就航する路線の状況及び当該路線の使用空港等相互間の距離に

（２）

（１） １ （２） ２ （３）

疲労により当該航空機の航行の安全を害さないように乗務時間及び乗務時間
以外の労働時間が配分されていること。

（３）操縦者については、同時に運航に従事する他の操縦者の数及び操縦者以外の

問 ６ 航空法第７１条の３（特定操縦技能の審査等）において、操縦等を行おうとする
航空機と同じ種類の航空機について、操縦技能審査員の特定操縦技能審査を受け
なくとも特定操縦技能を有することが確認される場合で誤りはどれか。

３ （４） ４

（４）本邦航空運送事業者が運航規程に基づき行う技能審査を受け、これに合格

までの間、常時作動させなければならない。
飛行記録装置は、離陸に係る滑走を始めるときから着陸に係る滑走を終える

音声記録装置は、飛行の目的で発動機を始動させたときから着陸に係る滑走
を終えるまでの間、常時作動させなければならない。

（２）

（４）

で定める航空機の機長と、運航管理者についての説明で、（ａ）～（ｄ）のうち、

（ａ）

あるか。（１）～（４）の中から選べ。

（ｂ）

問 ５ 航空法施行規則第１４９条（航空機の運航の状況を記録するための装置）の記述で
正しいものはどれか。

（１）

（１）

音声記録装置は、離陸に係る滑走を始めるときから着陸に係る滑走を終える（３）
までの間、常時作動させなければならない。

操縦教育証明を受けたとき
（２）操縦技能証明を受けたとき

（ｄ）機長は飛行中に問題が生じた場合は直ちに運航管理者に報告しなければならない。

（１） ３

したとき

正しいものはいくつあるか。（１）～（４）の中から選べ。

（ｃ）機長は運航管理者の承認を受けなければ飛行計画を変更してはならない。

機長は運航管理者の承認を受けなければ出発してはならない。

（３）操縦技能証明の限定の変更を受けたとき

発動機を停止させるまでの間、常時作動させなければならない。
飛行記録装置は、飛行の目的で発動機を始動させたときから飛行の終了後

譲らなければならない。

（４）

高度及び速度を維持しなければならない。

問 ７ 航空法第７７条（運航管理者）において、航空運送事業の用に供する国土交通省令

（ｂ）運航管理者は機長が乗務に支障ない心身の状態であるか確認しなければならない。

４１ （２） ２ （３）

問 ８ 航空機相互間における進路権について（ａ）～（ｄ）のうち、正しいものはいくつ

（ａ）

（ｃ）

飛行中の同順位の航空機間にあっては、他の航空機を左側に見る航空機が進路を（ｄ）

着陸のため空港等に進入している航空機相互間にあっては計器飛行方式により

TCASのRAに従った回避操作時を除き、進路権を有する航空機は、その進路、

進入中の航空機が有視界飛行方式により着陸する航空機に対して進路権を有する。

定期(飛)(回)(船)・准定期(飛)-法規-3/５



しなければならない。

できる救命ボートを装備しなければならない。
　

医療用具を装備しなければならない。

場合、航空機に装備する携帯灯は防水携帯灯でなければならない。

（１） １ （２） （３） ３ （４） ４

２ 法第８２条の２第１号の空域（航空交通管制圏）であつて、高度 （１）９００m
を超える空域又は進入管制区のうち航空交通管制圏に接続する部分の国土交通
大臣が告示で指定する空域を飛行する航空機にあつては、指示対気速度　

（ａ）閉鎖中の又は他の航空機が使用中の滑走路への着陸又はその試み

２

（ｂ）飛行中において地表面又は水面への衝突又は接触を回避するため航空機乗組員が
緊急の操作を行つた事態

（ｃ）緊急の措置を講ずる必要が生じた燃料の欠乏
（ｄ）航空機から脱落した部品が人と衝突した事態

をそれぞれ３回以上行つた経験

問14 航空法施行規則第１６６条の４（事故が発生するおそれがあると認められる事態の

航空法施行規則第１７９条（航空交通管制圏等における速度の制限）の下線部
（１）～（４）で誤りはどれか。
１ 法第８２条の２第１号の空域（航空交通管制圏）であつて、高度（１）９００m

３時間以上の計器飛行（模擬計器飛行を含む。）を行つた経験
（４）操縦する日からさかのぼつて９０日までの間に、当該航空運送事業の用に供する

航空機と同じ型式又は当該型式と類似の型式の航空機に乗り組んで離陸及び着陸

（３）計器飛行を行う航空機乗組員は、操縦する日からさかのぼつて９０日までの間に

（１）操縦する日からさかのぼつて１８０日までの間に、当該航空運送事業の用に供す
る航空機と同じ型式の航空機に乗り組んで夜間における離陸及び着陸をそれぞれ
６回以上行つた経験

航空運送事業の用に供する航空機の運航に従事する操縦者に係る最近の飛行経験で
正しいものはどれか。

問12

（４）旅客の運送の用に供する航空機で飛行時間が３時間を超えるもの

航空機であつて当該特定の方法又は方式により飛行するもの

救命胴衣の搭載が必要な航空機にあっては全ての座席数分の救命胴衣を搭載

（２）
（１）

（３）

問10
（１）

問11 航空法第６５条（航空機に乗り組ませなければならない者）において、機長以外に

特定の方法又は方式により飛行する場合に限りその操縦のために２人を要する

（２）計器飛行を行う航空機乗組員は、操縦する日からさかのぼつて１８０日までの間
に５時間以上の計器飛行（模擬計器飛行を含む。）を行つた経験

構造上、その操縦のために２人を要する航空機

航空法施行規則第１５０条に定める救急用具の記述で正しいものはどれか。

（２）航空運送事業の用に供する客席数が１９席以上の航空機には搭乗者全員を収容

報告）において（ａ）～（ｄ）のうち、正しいものはいくつあるか。

問

（１）～（４）の中から選べ。

13

以下の空域を飛行する航空機にあつては、 次に掲げる航空機の区分に応じ、
それぞれに掲げる指示対気速度
a  ピストン発動機を装備する航空機　　　　　（２）１６０ノット

（４）２５０ノット

（４）航空機が水上を飛行する場合あるいは、離陸または着陸の経路が水上に及ぶ

b  タービン発動機を装備する航空機　　　　　（３）２１０ノット

航空運送事業の用に供する航空機であって客席数が３０席を超えるものには

当該航空機を操縦できる者を乗り組ませなければならないもので誤りはどれか。

（３）旅客の運送の用に供する航空機で計器飛行方式により飛行するもの

定期(飛)(回)(船)・准定期(飛)-法規-4/５



３ （４） ４

１８０度未満を飛行する場合　４５，０００フート
（４）計器飛行方式により飛行する航空機であつて、飛行方向が磁方位１８０度以上

３６０度未満を飛行する場合　４３，０００フート

（２） ２ （３）

１８０度未満を飛行する場合　４１，０００フート
（２）計器飛行方式により飛行する航空機であつて、飛行方向が磁方位１８０度以上

３６０度未満を飛行する場合　４２，０００フート
（３）計器飛行方式により飛行する航空機であつて、飛行方向が磁方位０度以上

問19 航空法施行規則第１７７条（巡航高度）を適用した高度で誤りはどれか。

（ｃ）運用限界の超過又は予定された経路若しくは高度からの著しい逸脱が発生した事態

航空機に装備された安全上重要なシステムが正常に機能しない状態となつた事態

１

（ｄ）

（１）

航空機の構造が損傷を受けた事態

問16 航空法第８３条の２に定める特別な方式による航行の許可の基準の記述で誤りはどれか。

問15 航空法施行規則第１９８条の２（航空交通の安全を阻害するおそれのある飛行）で
誤りはどれか。

（１）航空機の姿勢をひんぱんに変更する飛行
（２）失速を伴う飛行
（３）航空機の高度を急激に変更する飛行
（４）著しい高速の飛行

（４）

（１）航空機が特別な方式による航行に必要な性能及び装置を有していること。
（２）航空機乗組員、航空機の整備に従事する者及び運航管理者が当該特別な方式によ

装備品、部品及び救急用具が正常でない場合における航空機の運用許容基準
（２）

ただし、法第９６条第１項の国土交通大臣が与える指示に従う場合を除く。

る航行に必要な知識及び経験を有していること。

問20

問18 運航規程に記載する必要のある事項で誤りはどれか。

17

装備品等の限界使用時間（４）

（１）出発地及び離陸予定時刻

（４）最初の着陸地及び離陸した後、当該着陸地の上空に到着するまでの所要時間

航空法施行規則第２０３条（飛行計画等）で、明らかにしなければならない事項で誤り

最低安全飛行高度

（３）

航空法施行規則第２２１条の２（安全上の支障を及ぼす事態の報告）において（ａ）～
（ｄ）のうち、正しいものはいくつあるか。（１）～（４）の中から選べ。

問

（２）巡航高度及び航路

（３）

非常用の装置又は救急用具が正常に機能しない状態となつた事態

（１）航空機の操作及び点検の方法

（３）実施要領が特別な方式による航行の区分及び航空機の区分に応じて、適切に定め

（ａ）
（ｂ）

られていること。
その他航空機の航行の安全を確保するために必要な措置が講じられていること。

はどれか。

（１）計器飛行方式により飛行する航空機であつて、飛行方向が磁方位０度以上

巡航高度における真対気速度

定期(飛)(回)(船)・准定期(飛)-法規-5/５













◎ 配　　点

◎ 判定基準 合格は１００点満点の７０点以上とする。

P１８

番号」、「受験番号のマーク」、「科目」、「科目コード」、「科目コー

解答は「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）に記入すること。

１問　５点

（２）

題数及び時間共通

注　　意 （１） 「航空従事者学科試験答案用紙」（マークシート）の所定の欄に、「受験

科　目

ドのマーク」、「資格」、「種類」、「氏名」及び「生年月日」を記入す

資　格 ２０題　　４０分

ること。

能となるので当該科目は不合格となります。

「受験番号」、「受験番号のマーク」、「科目コード」及び「科目コード
のマーク」の何れかに誤りがあると、コンピュータによる採点処理が不可

ＣＣＣＣ０５２０３０

◎

記　　号航空通信〔科目コード：０５〕

航 空 従 事 者 学 科 試 験 問 題

共通-通信-1/4



に到着しない場合

WIP      ：即時有効
UFN     ：次に通報するまで
TEMPO ：仮の、一時的な
UNA     ：できません

（３）現在使用中の指定された周波数
（４）122.6 MHｚ

（１）
（２）
（３）
（４）

（３）医療援助を要する。
（４）この方向に前進中

航空情報用略語の意義で誤りはどれか。

交通情報、鳥群情報、バルーンに関する情報

福岡FIR内での空域の説明で、誤りはどれか。

（３）クラスAからクラスEまでの空域をIFRで飛行する場合は、常時双方向の通信設定と

（３）コールサインは「インフォメーション」が使用されている。
（４）航空交通情報の提供、管制承認の中継などが受けられる。

飛行場リモート対空援助業務に関する記述で誤りはどれか。
（１）管制業務または、飛行場対空援助業務の行われていない飛行場で行われている。
（２）FSCから遠隔運用されるリモート対空援助局により、飛行場に離着陸する

航空機も管制運航情報官との直接交信が可能となる。

（４）

（２）
（３）

（４）

航空機による遭難呼び出し及び遭難通信の最初の送信に原則として使用される周波数で
誤りはどれか。

（１）121.5 MHｚ

（２）位置通報が予定時刻から15分過ぎてもない場合
（３）当該航空機の搭載燃料が枯渇したかまたは安全に到着するには不十分であると

認められる場合

生存者の使用する対空目視信号の記号で「N」の意味するものはどれか。
（１）援助を要する。

問 ３

６

航空交通業務のうち、航空機に対して提供される飛行情報業務の内容で誤りはどれか。
（１）管制業務
（２）航法援助施設の運用状況
（３）飛行場およびその附属施設の状況

問 １

問

遭難信号を最初に受信した地点、高度および時刻

２

問 ４

問

問

７

問 ５

問

遭難信号が聞こえなくなった地点、高度および時刻
遭難機の呼出符号

飛行計画が通報されていない場合で、目的飛行場以外に着陸したとき

（２）否定

（２）243.0 MHｚ

８

（１）我が国が担当する福岡FIRの空域は、ICAOの標準に従ってクラスA、クラスB、
クラスC、クラスD及びクラスEの5つの管制空域とクラスGの非管制空域に分
類される。

（２）クラスB空域は原則としてVFRのみの飛行方式に限定される。

管制許可が必要である。
（４）クラスD空域は航空交通管制圏であり、SVFR機を除きVFR機の管制間隔は

設定されない。

飛行中にELTの発信音を受信した操縦者がATS機関に通報すべき内容で誤りはどれか。

（４）その他遭難信号に関する情報

捜索救難の発動基準「不確実の段階」について正しいものはどれか。
（１）航空機がその予定時刻から30分（ジェット機にあっては15分）過ぎても目的地

（１）
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航空路誌（ＡＩＰ）：福岡ＦＩＲにおける民間航空の運航に必要な諸施設、組織
　　　　　　　　　　 等に関する永続性をもつ情報を収録
ノータム ：航空路誌改訂版または航空路誌補足版の情報のうち重要な

もの
航空路誌改訂版 ：ＡＩＰの一時的変更に係る情報（有効期間が３ヶ月以上の
　　　　　　　　　　　　　　　　もの等）を掲載　
航空路誌補足版 ：ＡＩＰの永続的変更に係る情報を掲載

高度計規正方式について誤りはどれか。

した。

（２）マック0.82は、mach decimal eight twoと送信する。
（３）距離は、海里を使用し、１字ずつ読みmileの単位を付ける。
（４）旋回角は、普通読みで"degrees"を付ける。

（４）訂正します。

通信要領の文字と数字の言い表し方で誤りはどれか。
（１）フライトレベルは、数値の前に"flight level"の語を付け数字を１字ずつ読む。

（１）そのとおりです。
（２）（前の通報を）取り消します。
（３）あなたの通報は了解しました。これに従います。

（３）４
（４）５

通信の一般用語「WILCO」の意味で、正しいものはどれか。

試験通信において、受信の感明度を通報する場合の「困難だが聞き取れる」を意味
する数字で正しいものはどれか。

（１）２
（２）３

（２）飛行場対空援助局のコールサインは「レディオ」が使われる。
（３）リモート対空援助局のコールサインは「RAG」が使われる。
（４）TCAアドバイザリー業務を担当する管制席のコールサインは「TCA」が使われる。

（２）
（３）

管制所の無線呼出符号（コールサイン）について誤りはどれか。
（１）管制区管制所は官署の地名に「コントロール」が付けられる。

（３）EXPEDITE
（４）FASTMOVE

（１）出発地のQNHが入手できなかったため29.92inHgをセットした。
離陸前にタワー等からQNHを入手し当該QNHをセットした。　
平均海面上14,000フィート未満は最寄りの飛行経路上の地点のQNHをセット

（４）平均海面上14,000フィート以上はQNEをセットした。

管制機関から迅速な行動を要求される場合に使われる用語で誤りはどれか。　　
（１）IMMEDIATE
（２）IMMEDIATELY

（３）

（４）

はどれか。
（１）VFRによる飛行を行う場合、著名な都市、湖沼、山岳等の地点の名称を記入する。

AIP等において位置通報点、航空保安無線施設等の記号が公示されている場合

（３）緯度、経度で示す場合は、緯度を示す4桁の数値の後、北緯「N」又は南緯

位置通報点または航空保安無線施設からの方位および距離で示す場合、当該地点

航空情報の説明で正しいものはどれか。
（１）

（２）

（２）

（４）

は当該記号を記入する。

「S」の記号を記入する。

のAIP等で公示する記号の後に羅方位（4桁）および距離（5桁）を記入する。

有視界飛行方式において、飛行計画に記載する表示地点の表示方法について誤り 

問 16

問 14

問 15

問 13

12問

９問

問

問 10

11
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オプションアプローチについて誤りはどれか。
オプションアプローチの許可に「タッチアンドゴー」は含まれる。
オプションアプローチの許可に「ストップアンドゴー」は含まれる。
オプションアプローチの許可に「着陸」は含まれる。
オプションアプローチの許可に「ローアプローチ」は含まれない。

方式の許可を発出することができる。

（３）通信機故障のうち、受信はできるが応信が得られない場合は、定められた右回り

（４）三角飛行は少なくとも1回実施し、目的飛行場方向へ飛行する。

ロストポジション時の措置で誤りはどれか。
（１）送受信機が作動している場合は、最寄りの管制機関の周波数又は121.5MHz/

243.0MHzで呼びかけを行い、通信が設定されたら必要な援助を要請する。
（２）通信機故障のうち、受信できない場合は、定められた左回りの三角飛行をする。

の三角飛行をする。

（２）航空機は管制機関との交信の有無にかかわらず飛行中常にトランスポンダー

（３）トランスポンダーの装備が義務づけられている空域は告示で指示されAIPに

（４）トランスポンダーは離陸後に作動させ、着陸後はできるだけ遅く停止させる

（４）地表または水面を引き続き視認できる状態で飛行しなければならない。

ATCトランスポンダーの取り扱いで誤りはどれか。
（１）VFR機も管制機関から特定のコードを指定され、変更を指示されることがある。

を作動させておくべきである。

記載されている。

（１）地上視程1,500m未満であっても、管制区管制所等の判断により特別有視界飛行

（２）雲から離れて飛行しなければならない。
（３）飛行視程1,500m以上を維持して飛行しなければならない。

（１）
（２）
（３）
（４）

管制圏内における特別有視界飛行方式について誤りはどれか。

問 19

問 20

問 18

問 17

べきである。
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